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総会報告  令和４年度総会報告 他

2023 年春、開畑の発電設備にチューリップが咲きました！

豊和に根付く人
宗像 健吾さん

匝瑳おひさま発電所が完成
新しい発電設備のご紹介

小学校田植え体験学習

豊和村つくり基金をご活用ください
新緑、春風に吹かれながらの田植え体験



総会報告
報告概要

〇第１回協議会　２０２２年５月１５日
〇第２回協議会　２０２２年７月２４日
〇第３回協議会　２０２２年１０月９日
〇第４回協議会　２０２３年１月２９日

　設備の事業者から拠出頂いた基金の金額は、
以下のとおりです。
　「市民エネルギーちば」が設備を増やし、「有
限会社 en」から協力を得たことから総額で昨
年より１８万円増加しました。

■村つくり基金収支報告（令和４年度）

協議会開催状況1

村つくり基金の受け入れと使用状況2

４月９日、宮内市長を来賓としてお招きし、
第６回総会を行いました。昨年一年間の協議会の
開催状況と基金の使用状況の報告がされ、了承されました。

金　額
クリスマスイベント助成金
春休み「こども教室」助成金
夏休み「こども教室」助成金
冬休み「こども教室」助成金
ソラシェア収穫祭共催金
小学校米つくり体験助成金
チューリップ植え助成金
小学校入学支援金（11人）
セーブザリーフ上映会助成金
穏やかな革命上映＆セミナー助成金
非常電源操作訓練
放課後教室アンテナ工事
農業まつり＆収穫祭用さつま芋助成金
移住支援金（二拠点移住）
マッチング費用
空家提供者謝礼金
　　　　　　小　　計

54,550
316,697
1,022,970
278,979
1,500,000
35,000
3,659

220,000
40,000
150,000
18,000
10,000
30,000
75,000
50,000
50,000

3,854,855

　　　　　＜支　出＞

会報発行料（３号分）
HP利用料
事務局費
災害時非常電源看板
その他経費
　　　　　　小　　計
　　　　　　合　　計

88,150
13,230
132,000
33,000
209,670
476,050
4,330,905

地域つくり事業立上げ基金繰り入額
村つくり基金への繰り越し額

1,150,000
1,171,163

円次年度繰越金 2,321,163

金　額
前年度繰り越し
基金収入
社協より助成金
預金利子
雑収入
　　　　　　合　　計

2,859,014
3,710,000
70,000

54
13,000

6,652,068

　　　　　＜収　入＞

代　表　　高坂 勝（SOSA PROJECT）
副代表　　越川 秀幸（豊和地区社会福祉協議会）
　　　　　向後 秀幸（飯塚区長）
会計監査　越智 雅紀（豊和地区青少年相談員） 
事務局長　椿 茂雄（飯塚開畑環境保全会）

■地域つくり事業立ち上げ基金
金　額

初年度繰入金
今年度繰入金
　　　　　　合　　計

2,500,000
1,150,000
3,650,000

　　　　　＜収　入＞

金　額
　　　　　　合計金額
次年度繰越金（残高）

0
3,650,000

　　　　　＜支　出＞

役員の状況3

匝瑳ソーラーシェアリング合同会社 ２００万円
市民エネルギーちば株式会社 ９０万円
千葉エコ・エネルギー株式会社 ３０万円
株式会社 イージーパワー １２万円
株式会社 横浜環境デザイン ６万円
YKD エナジー合同会社 ６万円
株式会社 市民ソーラー ６万円
宮下朝光さん（市民エネルギーちば役員） ６万円
有限会社 en ６万円
辻井隆行さん（元パタゴニア日本支社長） ５万円
SBI エナジー株式会社 ４万円
合計金額 ３７１万円

飯塚開畑環境保全会、北総東部土地改良区飯塚分区、
ＳＯＳＡプロジェクト、豊和小学校、豊和小学校ＰＴＡ、
豊和保育所保護者会、飯塚区、大寺区、内山区、青少年相談員、豊葉会、農業委員、豊和地区社協、
市民エネルギーちば株式会社、匝瑳ソーラーシェアリング合同会社、Three little birds 合同会社

協議会参加団体4

＊基金の使用状況については、収支報告をご覧ください。



豊和村つくり基金をご活用ください

新一年生に入学支援金を支給

　市民エネルギーちば、ENEOS イノベーショ
ンパートナーズ、（株）SBI エナジーなど 5 社
共同で建設された「匝瑳おひさま発電所」が完
成し、発電を開始しました。発電出力は
AC1.92MW（DC:2.7MW）で、標 準 世 帯 の
700 世帯程度の電力を発電できます。設備下の
畑では大豆などの栽培を行います。
　設備の建っている畑は、ほとんどが北総東部
土地改良区飯塚分区が「余剰地」としてその処

小学校田植え体験学習
新緑、春風に吹かれながらの田植え体験

　今年も豊和小学校５年生のみんなと稲作体験
教室を開催することができました。 
　春光のなか、生まれて初めて田んぼにまずは
足を踏みいれる５年生の皆さん。 最初はおっか
なびっくり、それでも勇気を出して田んぼの中
に入りだす皆さん。すぐにお日様の光でほどよ
く温まった泥の中に「足をいれているのが気持
ちよい！」なんて嬉しそうな声があちこちから
あがります。 

　飯塚・開畑地区にあるソーラーシェアリング
発電設備から地域のために出される資金で、
　①飯塚開畑地区の農地の保全や農業支援　
　②豊和地区の環境保全と活性化　
　③将来を担う子供たちの育成　
　④地域のための活動への支援
を目的としており、この趣旨に沿った取組みで
あれば、支援（助成金）の対象となります。
　以下のようなものが対象となりますが、詳し
くは、事務局にお問い合わせください。
●耕作放棄地の復元
●環境保全や地域活性化のための取り組み

●新規移住者への一時金やリホーム費用
●移住者への空家紹介や提供
●こどもたちのための取り組みへの助成
●保育所や小学校の取り組みへの支援や備品提供
●地域に必要な事業の立ち上げへの支援
●地域と都会との交流への支援（イベント等の助成）

　今年の豊和小学校の新一年生、１１人に入学支
援金（２万円）を送りました。子どもは地域の宝。
「将来の地域を支える子こども達は、地域全体で
支える」という趣旨で、基金から拠出されました。

新しい発電設備のご紹介

分に苦慮していた畑で、そこを購入して建設さ
れました。開畑地区の課題がまたひとつ解決し
ました。

匝瑳おひさま発電所が完成

　いつもはなるべく汚れないように気をつけな
がらのお利口な皆さんも今日だけは泥汚れ解
禁！ 思いのままに泥の中に足や手を突っ込ん
で、あっというまに田植えを終わらせてしまい
ました。
　 風光る陽気に「すごく楽しかった！」と満足
そうに笑う５年生の皆さんの顔は、田んぼにき
れいに植わった稲の赤ちゃんたちと同じでキラ
キラと輝いて見えました。

E-mail： contact@toyowa-village.orgお問い合わせ先



さいたま市と飯塚で生活し、
田んぼやDIYを楽しみながら暮らしている
宗像 健吾さんに伺いました。

宗像 健吾さん
むなかた けんご

●これからやってみたいこと
　手掛ける田んぼの広さをもう少し増やして、自
然に優しく、美味しいお米の出来る田んぼを作り
たいと思っています。
　また、ニホンミツバチの養蜂や、鶏の平飼い、
果樹の下での共生農法なんかも徐々にできたらよ
いなと思っています。

●自己 PRや古民家の宣伝などあればどうぞ
　今、お借りしている古民家で、同じ田んぼで作
業している方や、田舎暮らしをしてみたい人に、
宿泊や作業体験などをささやかに提供しています。
　また、醤油、味噌、梅干しなどの発酵食品のワー
クショップも開催しております。
　色々なコミュニティに場所を提供していけたら
と思っています。
　宜しくお願いします！！

●プロフィール
宗像　健吾 :1974 年生まれ（49歳）
　田舎暮らしがしたくて、米持の古民家をお借りしました。
　虫や動物、植物が好きです。今年から、少しばかり大学の生態調査の
ボランティアをしていこうと思っています。
　趣味は柔術とサーフィン、DIY で家の改修や車、バイクの修理。
電気工事士も持っていますので、家の電気工事もやります。
　本業は会社員で、生産管理システムのシステムコンサルタントをして
いますが、近く退職して、家の改修のお手伝いや、アドバイス、宿泊業
などで生計をたてたいと考えています。　
　野菜などは畑で育てて食べる分は自給していければと思っています。
　さいたま市に住んでいますので、豊和との 2拠点生活になります。

●豊和に来た時の印象は？
　田んぼや畑が多く、空が広いなと思いました！

●田んぼについて教えてください
　谷津田の田んぼを少しだけやっています。
不耕起冬期湛水農法で 4 年目になりますが、今後
はできたら稲の多年草化や、畦に複葉植物を増や
して草刈りの軽減なども取り組んでいけたらなぁ
と思っています。

●豊和にかよって、良かったことや
　気づいたことはありますか？
　犬を預かって散歩した時、通りすがりの方々が
挨拶してくださるなど、都会にない地域の温かさ
を感じています。

●宗像さんは「地域の活動にも参加したい」と
　考えているそうですね？
　さいたま市では、地域の草刈りや運動会、懇親
会など通してご近所付き合いをする事によって、
助けて頂いたり、仲良くして頂けたりして、とて
も居心地良くして暮らせていたので、地域での繋
がりの大切さはとても重要だと思っています。
　共存共栄して、地域のお力に少しでも貢献でき
れば嬉しいです。

２拠点移住

〈連絡先：事務局〉　千葉県匝瑳市飯塚 1037-1　TEL：070-8492-3512
メール：contact@toyowa-village.org　ホームページ：https://www.toyowa-village.org/

豊和おひさまだより 第 14 号　2023年６月発行　　制作

豊和に根付く人豊和に根付く人


